


2

第172号

開
会　

司
会
・
近
内
理
事
、
書
記
・
野
元

理
事

会
長
挨
拶　
本
山
会
長

区
長
挨
拶　
岸
本
区
長

会
員
表
彰

開
会
宣
言　
本
山
仮
議
長

定
足
数
の
報
告

菊
田
理
事
か
ら
「
当
日
出
席
者
１
０
４

名
、
委
任
状
１
４
９
４
名
、
議
決
権
行
使

書
２
６
６
名
、
合
計
１
８
６
４
名
」
と
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
本
山
仮
議

長
か
ら
総
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
た
。

議
長
選
出

会
長
一
任
の
声
に
よ
り
、
本
山
仮
議
長
が

高
橋
副
会
長
を
指
名
。

監
事
報
告

榎
本
監
事
が
「
本
総
会
の
招
集
決
議
及
び

会
員
へ
の
総
会
通
知
の
招
集
方
法
は
、
法

令
及
び
定
款
に
基
づ
き
、
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
」
と
の
報
告
。

議
事　
報
告
・
第
１
号
議
案

安
藤
常
務
理
事
か
ら
「
令
和
４
年
度
事
業

報
告
」
と
「
令
和
４
年
度
決
算
書
類
の
承

認
の
件
」
に
つ
い
て
の
説
明
に
続
き
、
横

堀
監
事
か
ら「
令
和
４
年
度
の
監
査
報
告
」

に
つ
い
て
「
監
査
報
告
書
の
と
お
り
決
算

書
類
は
適
正
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
本
議

案
は
採
決
の
結
果
、
会
長
へ
の
委
任
状
の

数
及
び
議
決
権
行
使
書
に
よ
る
賛
成
を
合

わ
せ
て
、
過
半
数
の
賛
同
を
得
て
承
認
さ

れ
た
。

第
２
号
議
案

「
定
款
の
一
部
変
更
の
件
」
に
つ
い
て
安

藤
常
務
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
同
様
に
３
分
の
２
以
上
の
賛
同
を

得
て
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

「
理
事
15
名
選
任
の
件
」
に
つ
い
て
も
安

藤
常
務
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、
15
名
す

べ
て
の
理
事
に
つ
い
て
、
同
様
に
過
半
数

の
賛
同
を
得
て
選
任
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

「
監
事
２
名
選
任
の
件
」
に
つ
い
て
も
安

藤
常
務
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、
２
名
の

監
事
に
つ
い
て
、
同
様
に
過
半
数
の
賛
同

を
得
て
選
任
さ
れ
た
。

議
事
終
了
・
理
事
紹
介

議
事
終
了
後
、
高
橋
副
会
長
が
議
長
を
解

任
さ
れ
、
選
任
さ
れ
た
15
名
の
理
事
と
２

名
の
監
事
が
登
壇
し
、
司
会
の
近
内
理
事

に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。

定
時
総
会
終
了

後
の
臨
時
理
事

会
に
お
い
て
、

選
任
さ
れ
た
理

事
の
互
選
に
よ

り
会
長
・
副
会

長
・
常
務
理
事

が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
役
員

　

会　
　

長　
　

本
山　

德
裕

　

副 

会 

長　
　

古
谷　

良
雄

　

常
務
理
事　
　

安
藤　

利
貞

　

理　
　

事　
　

渡
部　

金
五

　
　
　
　
　
　
　

野
元
た
か
子

　
　
　
　
　
　
　

柳
沢　

重
治

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

陽
一

　
　
　
　
　
　
　

近
内　

茂
樹

　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

正
夫

　
　
　
　
　
　
　

大
倉　

光
男

　
　
　
　
　
　
　

古
結　

仁
史

　
　
　
　
　
　
　

中
平　

幸
憲

　
　
　
　
　
　
　

菊
田　

和
子

　
　
　
　
　
　
　

小
川　

拓
志

　
　
　
　
　
　
　

徳
嵩　

淳
一

　

監　
　

事　
　

榎
本　

達
夫

　
　
　
　
　
　
　

大
和　
　

聡

　公益社団法人杉並区シルバー人材センター『第13回 定時
総会』が令和5年6月26日午後1時30分から杉並公会堂で開か
れました。「令和4年度事業報告」「令和4年度決算」「定款一
部変更」「理事・監事の選任」の報告・議案が承認されました。

公益社団法人　杉並区シルバー人材センター

第13回　定時総会
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円
滑
な
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
の
妨
げ
と

な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

下｢

コ
ロ
ナ｣

と
い
う
。）
も
年
度
後
期
に
は

落
ち
着
き
を
見
せ
、
一
般
家
庭
や
杉
並
区
か

ら
委
託
さ
れ
る
業
務
も
徐
々
に
コ
ロ
ナ
流
行

前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
年
度

は
、
改
訂
し
た
中
期
計
画
の
「
第
二
次
れ
い

わ
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
」
の
初
年
度
に
当
た

り
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
た
経
常

収
益
の
回
復
に
向
け
て
、
精
力
的
に
就
業
開

拓
に
取
組
む
と
と
も
に
、
組
織
の
健
全
か
つ

安
定
し
た
事
業
運
営
を
推
進
す
る
た
め
に
清

水
と
荻
窪
に
あ
っ
た
分
室
を
統
合
し
て
体
制

再
編
を
図
る
な
ど
、
大
き
な
変
革
の
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
事
業
毎
の
経
費
の

支
出
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
就
業
機
会
提
供
事
業

②
労
働
者
派
遣
事
業　

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
東
京
し
ご
と
財
団
と

の
連
携
に
よ
る
就
業
開
拓
事
業
に
取
組
み
、

区
内
事
業
所
へ
の
積
極
的
な
営
業
活
動
を
広

く
展
開
し
、労
働
者
派
遣
事
業
は
契
約
件
数・

事
業
収
益
と
も
に
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

③
調
査
・
研
究
事
業 

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
て
、
一
般
家

庭
で
の
就
業
の
都
度
「
お
客
様
満
足
度
調

査
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
に
よ
り
実
施
し
、

杉
並
区
か
ら
受
託
し
た
公
共
業
務
に
つ
い
て

は
、
履
行
評
価
と
い
う
形
式
で
発
注
者
の
杉

並
区
か
ら
の
評
価
を
受
け
、
い
ず
れ
も
90
点

を
超
え
る
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
管
理
・
地
域
活
動
・

就
業
・
広
報
の
各
種
委
員
会
を
開
催
し
、
事

業
運
営
に
関
す
る
課
題
を
検
討
し
、
円
滑
か

つ
効
果
的
な
事
業
運
営
の
推
進
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

④
相
談
事
業

　
会
員
か
ら
の
就
業
に
関
す
る
相
談
や
悩
み

ご
と
な
ど
、
日
常
的
に
相
談
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
整
え
、
会
員
が
安
全
に
意
欲
を
も
っ

て
就
業
で
き
る
環
境
の
整

備
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

入
会
一
年
目
で
未
就
業
の

会
員
な
ど
を
対
象
と
し
た

職
種
別
の
就
業
相
談
会
を

開
催
し
、
新
た
な
就
業
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

⑤
研
修
・
講
習
事
業

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
集
会
形

式
の
研
修
・
講
習
会
で
し

た
が
、
東
京
し
ご
と
財
団

主
催
事
業
を
有
効
に
活
用

し
、
会
員
の
新
た
な
技
能

習
得
や
適
正
就
業
に
係
る
研
修
や
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

⑥
普
及
啓
発
事
業

　

入
会
申
込
者
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
魅
力
が
的
確
に
伝
え
ら
え
る
よ
う
に
開
催

形
式
や
内
容
を
工
夫
し
て
、
入
会
説
明
会
を

年
間
51
回
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、案
内
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
町
会
回
覧

板
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
前
年
度

の
入
会
者
数
よ
り
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
会

員
総
数
は
前
年
度
よ
り
14
名
増
え
ま
し
た
。

⑦
社
会
参
加
等
支
援
事
業

　

地
域
活
動
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り

大
き
く
変
化
し
た
地
域
社
会
に
適
合
す
る
新

た
な
地
域
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
地

区
地
域
班
を
再
編
し
、
地
域
班
長
を
地
区
委

令和4年度　収支決算　　　　　　　　　　　  （単位：円）

収益（収入） 当年度 前年度
受託事業収益 814,150,785 791,259,628

 受取配分金 736,349,066 716,370,906
 受取材料費 8,984,062 8,599,936
 受取事務費 68,817,657 66,288,786

労働者派遣事業等受託収益 3,804,356 2,331,056
正会員受取会費 5,198,000 5,136,000
受取連合交付金 17,474,000 15,879,000
受取区補助金 126,625,159 128,929,099
受取自動車安全装置支援事業助成金 400,000 400,000
特定資産受取利息・雑収益 116,832 45,693
A　収益（収入）合計 967,769,132 943,980,476

費用（支出） 当年度 前年度
受託事業 743,253,471 724,250,593

 支払配分金 736,349,066 716,370,906
 支払材料費 6,904,405 7,879,687

①就業機会提供事業 77,632,337 83,393,402
②労働者派遣事業 179,817 100,780
③調査研究事業 119,348 210,044
④相談事業 5,700 168,300
⑤研修・講習事業 28,547 94,525
⑥普及啓発事業 4,141,176 4,337,858
⑦社会参加等支援事業 1,082,128 802,864
⑧安全就業等推進事業 3,562,289 3,479,765
　共通（事業費） 101,807,255 96,345,582
　管理費 42,312,379 40,392,104
B　費用（支出）合計 974,124,447 953,575,817
当期経常増減額　A-B △ 6,355,315 △ 9,595,341
当期経常外増減額 0 9,853
当期一般正味財産増減額 △ 6,355,315 △ 9,585,488
一般正味財産期首残高 109,969,333 119,554,821
一般正味財産期末残高 103,614,018 109,969,333

　
　
事
業
報
告
と
決
算

員
に
改
名
し
ま
し
た
。
新
た
な
体
制
と
な
っ

た
地
区
で
は
、
そ
の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し

た
地
区
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
新
た
な
地
域

活
動
の
形
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑧
安
全
管
理
就
業
等
推
進
事
業

　

安
全
適
正
就
業
指
導
員
を
通
年
で
１
名

雇
用
し
、
各
就
業
現
場
を
巡
回
指
導
す
る
と

と
も
に
、
安
全
就
業
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

安
全
な
就
業
と
健
康
管
理
の
両
面
か
ら
安

全
管
理
と
事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
転
倒
に
よ
る
傷
害
事
故
は
増
加

し
、
セ
ン
タ
ー
の
受
託
に
影
響
す
る
信
用
失

墜
に
つ
な
が
る
賠
償
事
故
も
増
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る
安
全
・
適

正
就
業
の
推
進
に
係
る
取
組
み
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令和4年度
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第172号

　

第
13
回
定
時
総
会
に
お
い
て
４
名
の
理
事
・
１
名
の
監
事
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
に
本
山
德
裕
氏
（
再
任
）、
副
会
長
に
古
谷
良

雄
氏
（
新
任
）、
常
務
理
事
に
安
藤
利
貞
氏
（
再
任
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

共
に
活
気
溢
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

副
会
長　

古
谷
　
良
雄

　

こ
の
た
び
、
副
会
長

を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
古
谷
で
す
。
現
役
の
頃
に
培
っ

た
知
識
や
経
験
を
有
す
る
多
く
の
区
内
在

住
の
高
齢
者
の
皆
様
に
入
会
い
た
だ
き
、

就
業
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
社
会
参
加
に

よ
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
い
た
だ
け
る
よ

う
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

安
全
な
就
業
環
境
作
り
を
目
指
し

理
事　

中な
か
ひ
ら平

　
幸ゆ

き
の
り憲

　

こ
の
た
び
、
理
事
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
中
平

で
す
。
上
井
草
三
丁
目
に
在
住
し
て
お
り
、

平
成
24
年
に
入
会
、
そ
の
年
4
月
よ
り
植

木
剪
定
に
従
事
し
、
本
年
で
12
年
目
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

植
木
剪
定
作
業
は
、
刃
物
使
用
で
の
受

傷
防
止
、
高
所
作
業
で
の
転
落
防
止
、
重

い
道
具
類
を
自
転
車
前
後
の
カ
ゴ
に
乗
せ

た
往
復
時
の
事
故
防
止
等
々
、
様
々
な
安

全
対
策
を
都
度
必
要
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
経
験
を
元
に
し
て
、
会
員
の
皆
様
が
、
よ

り
快
適
で
更
に
安
全
に
就
業
で
き
る
職
場

環
境
作
り
を
目
指
し
、
尽
力
い
た
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

超
高
齢
社
会
を
生
き
る理

事　

坂
本
　
正
夫　

　

こ
の
た
び
、
理
事
に

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た

坂
本
で
す
。
２
０
１
６
年
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
入
会
以
来
、
主
に
通
学
案
内
交

通
指
導
業
務
に
従
事
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
を
通
じ
、
地
域
社
会
に

参
加
し
て
い
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
心
身

と
も
に
健
康
な
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
世
代
の
持
つ
様
々
な
パ
ワ
ー
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
社
会
に
活
か
す
道
を
皆
様

と
と
も
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ご
縁
を
大
切
に

理
事　

大
倉
　
光
男

　

こ
の
た
び
、
理
事
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
大
倉

で
ご
ざ
い
ま
す
。
定
年
後
、
縁
あ
っ
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
交
通
指

導
員
の
お
仕
事
に
就
業
し
て
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
地
域
貢
献
に
少
し
役
立
っ

て
い
る
実
感
が
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
日
の
ル
ー

テ
ィ
ン
の
中
で
交
通
指
導
員
、
農
業
ス
タ
ッ

フ
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
規
則
正
し
い
生

活
の
実
践
と
元
気
に
毎
日
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。

　

や
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
ず
つ
落
ち
着

い
て
き
て
、
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
が

戻
っ
て
来
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆
様
と
と

も
に
明
る
く
元
気
に
働
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献

で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
に
向
け
て

理
事　

徳と
く
た
け嵩

　
淳じ

ゅ
ん

一い
ち

　

こ
の
た
び
、
理
事
に

就
任
し
ま
し
た
杉
並
区

保
健
福
祉
部
高
齢
者
担
当
部
長
の
徳
嵩
淳

一
と
申
し
ま
す
。

　

２
０
４
０
年
問
題
を
見
据
え
、
今
後
の

高
齢
者
施
策
は
、
医
療
・
介
護
面
と
と
も
に
、

豊
か
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
高
齢
者
の

社
会
参
画
を
促
進
す
る
取
組
に
一
層
力
を

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
参
画
に
は
、
多
様
な
選

択
肢
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
一
翼
を

担
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

動
の
充
実
・
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
に

監
事　

大や
ま
と和

　
聡さ

と
し

　

こ
の
た
び
、
第
13
回

定
時
総
会
に
お
い
て
監

事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
定
年
後
も
地
域

や
社
会
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
生
活
し
た

い
と
の
思
い
で
入
会
し
て
10
年
程
に
な
り

ま
す
。
そ
の
間
、
生
涯
学
習
振
興
室
管
理

業
務
等
に
就
業
し
、
ま
た
、
地
区
委
員
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
次
『
れ
い
わ
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
』

の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
体
制
と
事
業
運
営
の
健
全
性
の
確
保

の
視
点
か
ら
の
監
査
に
努
め
、
会
員
・
区

民
の
皆
様
か
ら
、
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る

セ
ン
タ
ー
と
な
れ
る
よ
う
微
力
な
が
ら
努

力
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
新
役
員
挨
拶
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皆
さ
ん
に
感
謝

理
事　
園
田
　
素
子

　
こ
の
た
び
、
理
事
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

４
年
間
の
在
任
期
間
の
う
ち
、
半
分
は
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
ま
り
活
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
記
憶
に
残
る
こ
と
の
一
つ
は
、

地
区
イ
ベ
ン
ト
が
実
現
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

杉
並
区
役
所
の
協
力
を
得
て
、
屋
敷
林
の

見
学
会
を
立
案
し
、
参
加
者
に
地
域
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
落
ち
葉
感
謝
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
、
職
種
別
の
会
合
な
ど
に
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
知
識
を
広
め
、
多
く
の
方
々

と
係
わ
り
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
理
事
の
お
役
を
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
よ
り
深
く
、
シ
ル
バ
ー
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
輩
理
事
の
方
々
、
事
務
局
の
方
々
、

そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
も
大
変
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

会
員
の
力
を
シ
ル
バ
ー
の
発
展
に

理
事　
柴
田
　
誥
三

　

シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
12
年
間
の
う
ち
、

後
半
の
６
年
間
を
荻
窪
地
域
の
理
事
と
し

て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
理
事
が
一
人
欠
員
の
為
、
一

人
で
二
人
分
の
仕
事
を
一
年
間
し
た
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
の
希
望
す
る
見
学
会
や

講
演
会
が
行
え
な
か
っ
た
り
と
、
大
変
な

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
、
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

荻
窪
地
区

歴
史
あ
る
屋
敷
林

　

杉
並
は
、
約
４
０
０

年
前
か
ら
屋
敷
林
や
農

地
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
面

影
を
現
在
に
残
す
た
め

に
、
杉
並
区
は
平
成
26
年
に
「
杉
並
区
緑

地
保
全
方
針
」
を
基
に
10
か
所
を
指
定
し
、

こ
の
う
ち
「
荻
窪
一
丁
目
・
成
田
西
三
丁

目
地
区
」
を
区
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
保

全
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
モ
デ
ル
地
区
の
現
地
見
学
会
が
４

月
17
日
に
行
わ
れ
、
荻
窪
地
区
の
20
余
名

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
そ
の
歴
史
あ
る
農
家
の
17
代

目
当
主
の
方
か
ら
、
約
１
時
間
、
屋
敷
の

歴
史
や
変
遷
、
現
状
等
の
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
農
業
な
ど

に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
お
話
の
間
も
、
畑
の
中
に
そ
び
え

立
つ
、
１
０
０
年
を
ゆ
う
に
超
え
る
屋
敷
林

の
大
木
が
、
静
か
に
荻
窪
の
大
地
を
見
守
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。　
　
（
理
事　

園
田
）

井
荻
地
区

春
の
善
福
寺
公
園
散
策

　

４
月
５
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
善
福
寺
公

園
散
策
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
ま
し
た
。
東

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

感
謝

理
事　
南
里
　
道
雄

　

こ
の
た
び
、
転
居
の
た
め
、
理
事
を
退

任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

在
任
中
、
事
務
局
の
皆
様
、
特
に
次
長

各
位
様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
班
長
・
委
員
・
班
員
の
方
々

の
御
協
力
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
杉
並
の
益
々
の
御
発
展
と
、

会
員
各
位
様
の
健
康
を
祈
念
い
た
し
、
お

別
れ
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

退
任
に
あ
た
っ
て

監
事　
横
堀
　
璋
雄

　

６
年
間
監
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
常
に「
日
々
健
や
か
に
」、そ
し
て「
生

涯
現
役
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
き
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
各
役
員
、
そ
し
て
、
よ
く
勉
強

し
て
い
た
事
務
局
の
方
達
に
支
え
ら
れ
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

課
題
は
山
積
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
の
制
度
改
革
は
、
収
支
相
償
の
予
算

原
則
を
維
持
す
る
た
め
の
財
源
確
保
の
面

か
ら
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

監
事
と
し
て
責
任
範
囲
を
果
た
せ
か
と

問
わ
れ
る
と
、
反
省
点
は
多
々
あ
り
ま
す
。

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
一
会
員
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

京
都
公
園
協
会
・
善
福
寺

公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

の
案
内
で
、
善
福
寺
公
園
の

成
り
立
ち
（
風
致
地
区
、
内

田
秀
五
郎
翁
）、
日
本
野
鳥

の
会
、
弁
財
天
、
遅
の
井
の
滝
、
遅
野
井
川

親
水
施
設
（
子
供
の
川
遊
び
場
）
な
ど
、
近

く
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

幸
運
に
も
ボ
ー
ト
乗
り
場
近
く
で
、
カ
ワ

セ
ミ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
ア
オ

サ
ギ
や
コ
サ
ギ
、
小
さ
な
野
鳥
が
た
く
さ
ん

さ
え
ず
っ
て
い
ま
し
た
。
植
物
系
で
は
ア
ジ

サ
イ
や
フ
ヨ
ウ
、
サ
ク
ラ
や
コ
ブ
シ
、
ヨ
シ

や
ス
イ
レ
ン
、モ
ミ
ジ
や
メ
タ
セ
コ
イ
ア（
遺

存
種
）
の
樹
林
な
ど
四
季
折
々
で
楽
し
め
る

公
園
で
し
た
。

　

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
残
念
な
が
ら

散
り
際
で
し
た
。
善
福
寺
公
園
散
策
後
、
井

草
八
幡
宮
に
参
拝
し
て
解
散
、
お
つ
か
れ
さ

ま
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
理
事　

古
結
）

地
区
活
動
報
告

　
退
任
役
員
挨
拶



6

第172号

　

杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
一
つ
と
し
て
ス
マ
ホ
班
が
本
年
４
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
会
員
６
名
で
す
。
発

足
後
、
メ
ン
バ
ー
で
ス
マ
ホ
を
さ
ら
に
深

く
勉
強
し
、
講
師
の
心
構
え
を
学
び
、
講

習
会
に
向
け
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
ス
マ
ホ
の
高
齢
者
へ
の
普
及
率

は
ド
コ
モ
な
ど
の
調

査
に
よ
る
と
、
60
代

な
ら
９
割
、
70
代
で

も
７
割
以
上
だ
そ
う

で
す
。
た
だ
、
そ
の

利
用
方
法
は
電
話
と

メ
ー
ル
、簡
単
な
ネ
ッ

ト
検
索
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
理
由
と
し
て
は
、

使
い
方
が
わ
か
ら
な

い
、
言
葉
が
難
し
い
、

悪
用
さ
れ
そ
う
だ
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
最
も
多
い
の

が
、
使
わ
な
く
て
も

暮
ら
し
に
不
便
が
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
安
全
に

使
え
る
な
ら
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
良
質
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
商
品
を
購
入
し
た
い
、
健
康
管
理
の
た

め
万
歩
計
や
脳
ト
レ
の
ア
プ
リ
も
使
い
た

い
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
利
用
し
た
い
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
っ
て
家
族
や
友

人
と
の
交
流
を
広
げ
た
い
な
ど
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い
る

方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

街
に
は
ス
マ
ホ
シ
ョ
ッ
プ
や
相
談
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
相
談
料
が
思
い
の
ほ

か
高
か
っ
た
り
、
難
し
い
技
術
用
語
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
な
ど
敷
居
が
高
い
と
感
じ

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

声
に
応
え
る
べ
く
、
ス
マ
ホ
班
で
は
、
ま

ず
は
会
員
向
け
に
講
習
会
を
開
催
し
、
会

員
の
ス
マ
ホ
の
利
用
率
向
上
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
尚
、
参
加
く
だ
さ
る
会
員

が
使
っ
て
い
る
端
末
に
ア
イ
フ
ォ
ン
と
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
が
あ
り
、
機
種
に
よ
っ
て
機

能
や
操
作
の
違
い
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
何

を
ど
こ
ま
で
実
施
す
る
か
は
検
討
中
で
す
。

　

講
習
会
を
通
じ
て
資
料
作
成
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

情
報
発
信
を
電
子
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
い
、
即
応
性
や
利
便
性
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
地

域
の
高
齢
者
対
象
の
講
習
会
も
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

■
ス
マ
ホ
班
メ
ン
バ
ー
紹
介

　

豊
田
さ
ん
（
リ
ー
ダ
ー
）
と
綿
引
さ
ん

は
通
学
案
内
。
小
林
さ
ん
と
神
崎
さ
ん
は

パ
ソ
コ
ン
出
張
サ
ー
ビ
ス
。
川
名
さ
ん
は

「
銀
の
手
」
に
作
品
出
品
。
飯
塚
さ
ん
は
包

丁
研
ぎ
に
就
業
中
の
６
名
。

■
ス
マ
ホ
班
の
活
動
日
程

　

ス
マ
ホ
班
で
は
、
７
月
か
ら
会
員
向
け

の
講
習
会
を
開
始
し
ま
し
た
。
講
習
は
、

自
分
の
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
基
本
操
作
等
を

学
ぶ
初
心
者
向
け
の
内
容
で
す
。
今
後
も

講
習
会
・
相
談
会
を
左
図
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
活

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
「
み
に

N
e
w
s
」
に
掲
載
し
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
班
、
始
め
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
〜
会
員
の
利
用
率
向
上
を
〜
　

7月28日センター会議室の講習会風景、皆さん真剣。

対象：センター会員（無料）
会場：センター7階会議室
時間：いずれも午前10時～11時30分

講習会・相談会の予定

9月 10月 11月 12月

講習会
22日㊎ 6日㊎ 17日㊎ 1日㊎

15日㊎

会員向け、初心者を対象に

相談会 28日㊍ 25日㊌ 29日㊌
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熱
中
症
に
気
を
付
け
よ
う

　

高
齢
の
方
の
熱
中
症

は
半
数
以
上
が
自
宅
で

発
生
し
て
い
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
。

【
高
齢
の
方
の
か
ら
だ
の
変
化
】

●
水
分
を
蓄
え
る
た
め
の
筋
肉
が
減
る

●
腎
臓
な
ど
の
機
能
が
低
下
し
て
尿
の
量

が
増
え
る

●
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い

➡
脱
水
・
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い

【
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
】

●
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
水
分
補
給
！

（
食
事
以
外
に
１
日
１
・
２
リ
ッ
ト
ル
を

目
安
に
起
床
時
や
入
浴
の
前
後
に
飲
み

ま
し
ょ
う
。
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
お
酒

は
利
尿
作
用
が
あ
る
の
で
注
意
）

●
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
上
手
に
使
う

●
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
で
直
射
日
光
を
さ

え
ぎ
る

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆

さ
ん
、熱
中
症
対
策
は
万
全
で
す
か
？
昨
年
、

東
京
都
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
熱

中
症
に
よ
る
事
故
報
告
は
、
20
件
発
生
し

令
和
３
年
度
の
８
件
か
ら
大
幅
に
増
え
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
全
に
就
業

や
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
次
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
取
組
み
①
】

　
冷
感
タ
オ
ル
の
配
布
（
全
会
員
対
象
）

　

タ
オ
ル
を
水
で
濡
ら
し
、
絞
っ
て
振
る

だ
け
で
一
定
時
間
冷
た
さ
が
持
続
す
る
タ

オ
ル
を
、
就
業
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
配
布

し
て
い
ま
す
。

受
取
り
方
法
…
本
部
事
務
局
、
清
水
分
室

窓
口
で
随
時
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

※
窓
口
で
の
受
取
り
が
難
し
い
方
に
は
、

郵
送
し
ま
す
。

●
温
度
計
を
置
い
て
確
認
す
る
（
28
℃
以

上
に
な
ら
な
い
よ
う
に
）

●
通
気
性
・
吸
水
性
の
よ
い
服
を
着
る

●
天
気
予
報
な
ど
で
熱
中
症
情
報
を
確
認

す
る

●
熱
い
時
間
の
外
出
は
避
け
、
帽
子
や
日

傘
を
使
う

【
脱
水
・
熱
中
症
の
サ
イ
ン
】

　

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
吐
き
気
、
頭
痛
、

足
が
つ
る
、
尿
が
少
な
い
・
色
が
濃
い

【
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
】

●
屋
外
の
場
合
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ

せ
る

●
ぬ
れ
タ
オ
ル
等
で
首
や
わ
き
の
下
、
手

の
ひ
ら
な
ど
を
冷
や
す

●
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

※
意
識
が
な
い
、
反
応
が
お
か
し
い
、
自
力

で
水
が
飲
め
な
い
、
症
状
が
改
善
し
な
い

場
合
は
救
急
隊
の
要
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

暑
く
て
寝
苦
し
い
日
が
続
い
た
り
、
食
欲

が
落
ち
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
る
と
体

力
の
低
下
や
体
調
不
良
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
急
に
熱
く
な
っ
た
日
や
湿
度
が
高

い
日
、
風
が
弱
い
日
な
ど
に
も
注
意
し
て
、

こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

【
取
組
み
②
】

　
空
冷
機
能
付
き
ベ
ス
ト
の
貸
与

（
除
草
就
業
会
員
）

　

除
草
作
業
は
、
夏
季
期
間
（
５
月
～
９

月
頃
）
に
お
客
様
か
ら
の
依
頼
が
集
中
す

る
一
方
、
気
温
が
高
い
中
で
も
屋
外
作
業

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
就
業
者

の
健
康
を
守
り
、
よ
り
受
注
に
対
応
す
る

た
め
、
空
冷
機
能
付
き
ベ
ス
ト
を
除
草
就

業
者
に
貸
与
し
、
就
業
環
境
の
改
善
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

新
た
に
除
草
作
業
を
希
望
す
る
方
は
、

清
水
分
室
の
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
個
人
で
行
え
る
熱
中
症

対
策
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
帽
子
や
日

傘
の
着
用
、
こ
ま
め
な
休
憩
・
水
分
補
給
、

通
気
性
の
良
い
衣
服
を
着
用
す
る
等
々
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
気
を
配
り
、
安
全
就

業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。（

安
全
管
理
委
員
会
）

主にリンパの集中している首元に
巻くなどして使用することにより
体温調節がしやすくなり、非常に
効果的です。

空調服（ファン付き作業着）は、内蔵
の小型ファンで身体を冷やし、熱中症
などの予防に効果があります。

　
セ
ン
タ
ー
の
熱
中
症
対
策



　

第
13
回
定
時
総
会
の

中
で
令
和
５
年
度
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
39
名
の

対
象
者
の
う
ち
３
名
が

参
加
さ
れ
、
舞
台
上
で

紹
介
さ
れ
た
後
、
代
表
し
て
高
井
戸
地
区

の
柴
田
会
員
に
、
本
山
会
長
か
ら
感
謝
状

の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
高
円
寺
地
区
（
４
名
）

　

村
中　

丈
祐　
　

吉
田　

忠
司

　

宇
佐
美　

豊　
　

伊
東　

敬
子

●
和
泉
下
高
地
区
（
５
名
）

　

森
田　
　

修　
　

髙
田　

四
郎

　

今
市　
　

寛　
　

峰　
　

豁
子

　

福
田　

玲
子

●
阿
佐
谷
地
区
（
10
名
）

　

鈴
永　

勝
敏　
　

相
山
あ
き
の

　

小
池　

栄
子　
　

黒
木　

福
子

　

萩　
　
　

完　
　

渡
辺　

友
一

　

片
野　

太
市　
　

河
内
さ
だ
子

　

川
上　

隆
司　
　

内
田　

常
男

●
荻
窪
地
区
（
７
名
）

　

猪
野　

愼
吾　
　

菊
池
今
朝
重

　

関　
　

誠
一　
　

菅
原
き
み
江
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令
和
５
年
度
会
員
表
彰

８
８
９
３　
小
峯　
重
信

　

８
月
４
日
～
８
日
の
５
日
間
、「
第
67
回

阿
佐
谷
七
夕
ま
つ
り
」
が
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
街
を
中
心
に
大
勢
の

人
出
が
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
張
り
ぼ
て
飾
り
も
復
活
し
、
出
店
も

多
く
賑
わ
い
ま
し
た
。
地
域
活
性
化
の
大

き
な
催
し
で
す
。

　

今
号
の
表
紙
は
わ
が
街
の
夏
の
風
物
詩

『
阿
佐
谷
七
夕
ま
つ
り
』
で
す
。
１
９
５
４

年
か
ら
続
い
て
い
る
伝
統
あ
る
地
元
イ
ベ

ン
ト
が
戻
っ
て
き
た
の
は
同
慶
の
至
り
で

す
。
さ
て
私
事
で
す
が
、
今
号
を
も
っ
て

広
報
委
員
長
を
退
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
に
入
っ
て
４
年
余
り
、
毎
号
、
楽
し

く
編
集
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、〝
明

る
く
楽
し
い
セ
ン
タ
ー
〟
の
情
報
発
信
に
応

援
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（

古
谷
良
雄
）

　

堀
江　

政
代　
　

中
村　
　

昭

　

春
名　

勝
彦

●
井
荻
地
区
（
４
名
）

　

吉
野　

三
世　
　

土
屋
ケ
イ
子

　

藤
木　

久
男　
　

山
本　

貞
子

●
高
井
戸
地
区
（
９
名
）

　

川
端　

欽
一　
　

髙
嶋
千
恵
子

　

堀
口　

昌
宏　
　

松
岡　

信
夫

　

山
本　

桂
一　
　

吉
田　

静
子

　

柴
田　

忠
顯　
　

竹
内　

周
助

　

稲
垣　

匡
男

※
会
員
表
彰
基
準
…
基
準
日
（
令
和
５
年

度
３
月
末
）
に
会
員
歴
10
年
以
上
か
つ

85
歳
に
達
し
て
い
る
会
員
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、「
シ
ル
バ
ー
す
ぎ
な

み
」
に
掲
載
す
る
寄
稿
文
を
以
下
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】
60
歳
か
ら
の
手
習
い

※
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
新
し
く
始
め
た
趣
味
や
仕
事
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
始
め
た
こ
と
等
。

【
文
字
数
】
４
０
０
字
程
度

【
応
募
方
法
】
会
員
番
号
・
氏
名
を
明
記
の

上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
原
稿
締
切
】
９
月
29
日
（
金
）

寄
稿
文
募
集

令和4年度　東京都58センターでの杉並区SCランキング
順位 年度末会員数（人） 就業率（％） 受託件数（件） 配分金＋賃金収入（千円） 事業収入（千円）

1 江戸川区 3,675 稲城市 100.0 練馬区 20,519 葛飾区 1,314,355 葛飾区 1,582,380
2 練馬区 3,423 千代田区 98.2 世田谷区 19,420 板橋区 1,306,896 板橋区 1,446,674
3 足立区 3,165 目黒区 89.5 大田区 18,393 練馬区 1,248,693 練馬区 1,388,509
4 大田区 3,093 瑞穂町 89.1 足立区 18,017 江戸川区 1,189,613 世田谷区 1,314,701
5 板橋区 2,970 あきる野市 89.0 杉並区 15,071 足立区 1,181,308 江戸川区 1,296,998
6 葛飾区 2,851 昭島市 88.5 板橋区 14,980 江東区 1,091,866 足立区 1,248,998
7 世田谷区 2,786 国立市 87.1 江戸川区 14,604 品川区 1,035,262 品川区 1,194,525
8 町田市 2,743 小金井市 86.9 品川区 13,701 世田谷区 998,980 江東区 1,169,770
9 杉並区 2,701 西東京市 86.8 目黒区 13,206 北区 995,950 北区 1,090,528

10 八王子市 2,622 福生市 86.6 町田市 12,923 大田区 837,238 八王子市 1,012,076
杉並区 52位 65.6 14位 762,438 15位 847,944

※就業率（％）は派遣契約を除く。


